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ラ フ に よ っ て'こ録 し F _。 特 殊 弁 の 特 れ は

国 - 3に 示 す 通 り、 アFう 縦 れ に考 ネ 頭 下

の 流 量 (キ の 中 度 セ表 ウ す ) ,機 動 に弁

の 時 巾静' l E l転 角 を と う マ 示 し た。 さ の ■

の "力 静 線 ④ に対 す る理 論 大 ( /″を増 い た
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上回ぴ 理 論 解  下 回 が 実冽 ′力氷

撃 幹 解 ′矢 測 饉 ル図 ― イ に示 した。 彙 に ヽの舜 カ

の捩 ャ ι升 の 自 由杖 じの 劇イ糸を図二 よ に示 し た。

3  ` =  論  弁 の用期 ″ 用由に としを`って生ず  a3 0

る氷ギニ は一た の捩シ現まえ
'あ ,て , こ の振動 の

キた.不 幸たにつ゛て!よ離 に ιeοりeRた イ によつ

て十 の 自 厠 ″r a″ 易z″ιず与 ら られ う場 合 に つ い て  。 2 0

夕 “ 交 “ て い る が ,  弁 の 自 由 関数 夕′駒 夕 仕 竜 関 数

で あ る場 冷 .ヌ 捩 勃 ル 如 の法
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に つ い て はか θ ま で 解 期 芝 れ て ヽヽ な い。 ″` う に 大

aノ′
` /″r●こょ 鬱ヵ ″ ι得 う上 に 彙 たか に セ午れ ι 7

`子 あ・さのた の振 シ は キ え であ る ヽ ヒ シ `説 =θよ

未 ろ。 支 に 女 ,か確 ヒル 較 し て そのんを書 を した。 ι

´ ι十 の 胸 厠 度 が大 き く ,生 ず う永 ツ 晟 タサ 水 頭

にん して人 つ い場 ハ て ゲ 子 の女量 そ ″ 准 ″ : ● 疑

`クえ者 春 1 +を 態 ら た場合 に つ い 7は 今 後 の か 究 夕
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行 た よ る。 な あ` パ ″ 究 は 8′和 3 0 4な 文併力 料 を ・A・

験断究ヤによる所吹の一キ である｀`セ 竹ウこして初党 を表 します。
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